
５
明
治
学
院
戸
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
の
へ
ボ
ン
胸
像
白
金
の
明
治
学

院
原
型
か
ら
製
作
し
た
も
の
で
平
成
四
年
除
幕
式
。

６
福
浦
の
横
浜
市
立
大
学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
入
口
沢
村
田
之
助

に
義
足
を
装
着
す
る
様
子
を
信
楽
焼
き
の
陶
板
に
描
い
た
美
し
い
浮
世

絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

７
指
路
教
会
中
区
尾
上
町
六
丁
目
へ
ボ
ン
が
最
後
に
関
与
し
た

教
会
、
米
国
の
母
教
会
の
冨
巨
〕
ｏ
宮
』
‐
巳
］
か
ら
取
っ
た
名
で
「
シ
ロ
」

は
「
平
和
の
主
」
の
意
味
で
あ
る
。
一
八
九
○
年
（
明
治
二
十
三
）
十
月

定
礎
式
。
一
八
九
二
年
六
月
教
会
献
堂
式
。
十
月
十
五
日
同
教
会
で
ヘ

ボ
ン
夫
婦
送
別
会
。
へ
ボ
ン
は
前
半
は
日
本
語
で
、
後
半
は
英
語
で
挨

拶
。
三
十
三
年
前
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
を
出
発
し
た
と
き
よ
り
今
日
日
本
を

離
れ
る
ほ
う
が
は
る
か
に
辛
い
と
い
う
意
味
を
述
べ
た
。
十
月
二
十
二

「
史
跡
外
国
宣
教
師
宿
舎
跡
」
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

２
神
奈
川
の
宋
興
寺
神
奈
川
区
幸
ヶ
谷
に
あ
り
、
シ
モ
ン
ズ
の

宿
舎
へ
ボ
ン
施
療
所
と
な
っ
た
。
最
近
整
備
さ
れ
、
へ
ボ
ン
博
士
顕

彰
会
で
建
て
ら
れ
た
石
碑
が
あ
る
。

３
居
留
地
三
九
番
跡
中
区
山
下
町
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
隣
、
法

務
省
横
浜
合
同
庁
舎
前
へ
ボ
ン
診
療
所
、
夫
人
の
英
学
塾
、
へ
ボ
ン

が
訓
年
住
み
、
出
版
、
翻
訳
、
教
会
設
立
準
備
場
所

４
へ
ボ
ン
最
後
の
居
住
地
港
の
見
え
る
丘
公
園
か
ら
大
仏
次
郎

記
念
館
を
過
ぎ
、
韓
国
領
事
館
を
右
折
し
た
と
こ
ろ
に
「
へ
ボ
ン
山
手

家
族
寮
」
が
あ
る
。
へ
ボ
ン
が
十
年
住
ん
だ
居
住
地
で
、
聖
書
の
翻
訳

を
し
た
り
明
治
学
院
へ
通
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
門
柱
の
プ
レ
ー
ト
に

そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

美
濃
大
垣
の
藺
方
医
・
江
馬
藺
斉
は
、
十
八
世
紀
に
藺
書
バ
ル
ベ
ッ

テ
ィ
・
ア
ベ
リ
ウ
ス
よ
り
ヒ
ン
ト
を
得
て
蒸
気
風
呂
を
考
案
し
、
梅
毒

の
治
療
に
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
養
子
の
元
弘
松
斉
が
文
政

か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
、
両
国
薬
研
堀
に
江
馬
式
蒸
気
風
呂
を
作
り
、

門
人
の
神
田
紺
屋
町
の
荻
野
立
斉
に
使
用
法
を
教
え
て
開
業
せ
し
め
た

と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
話
が
大
垣
に
残
っ
て
い
る
割
に
、
こ
の
風
呂
の
こ
と
は

関
東
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
風
呂
の
全
体
外
観
図
は
、
藤
浪
剛
一
氏
の
「
東
西
沐
浴
史
話
」

の
口
絵
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
構
造
は
酒
樽
の
蓋
を
ぬ
き
、
さ
か
さ
に

互
い
に
組
み
立
て
た
三
段
重
ね
の
円
柱
状
の
湯
槽
と
な
っ
て
い
る
。
一

番
下
の
樽
が
五
右
衛
門
釜
の
上
に
の
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

高
谷
道
男
著
人
物
叢
耆
「
へ
ボ
ン
」
に
よ
れ
ば
、
「
眼
科
医
で
あ
っ

た
ヘ
ボ
ン
は
、
施
療
に
よ
っ
て
日
本
人
の
肉
眼
を
開
き
、
辞
書
に
よ
っ

て
日
本
人
の
知
識
の
眼
を
開
き
、
聖
書
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の

霊
性
の
眼
を
開
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
平
成
八
年
十
一
Ⅱ
例
会
）

曰
ゲ
ー
リ
ッ
ク
号
で
横
浜
出
帆
、
帰
国
の
途
に
つ
く
。

江
馬
式
蒸
気
風
呂
と
薬
草

中
四
淳
朗
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蒸
気
が
立
ち
こ
も
り
上
の
樽
へ
上
昇
し
て
い
く
。
中
樽
の
と
こ
ろ
に
患

者
が
腰
か
け
で
坐
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
高
さ
は
二
四
九

セ
ン
チ
、
樽
の
接
合
部
は
上
が
七
四
、
下
が
七
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
（
内

藤
記
念
く
す
り
博
物
館
の
ご
教
示
に
よ
る
）

こ
の
よ
う
な
蒸
気
風
呂
を
作
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
オ
ー
に
「
ら
ん
び

き
」
の
構
造
図
を
、
オ
ニ
に
梅
毒
に
お
け
る
水
銀
煉
蒸
法
の
図
を
予
想

し
つ
つ
、
バ
ル
ベ
ッ
テ
ィ
・
ア
ベ
リ
ウ
ス
の
著
書
を
探
求
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
編
の
「
東
京
大
学
総
合
図
書
館
古
医
学
害
目
録
』
。
片

桐
一
男
氏
調
査
の
『
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
蘭
書
目
録
」
。
宮
下
三
郎
氏

調
査
の
「
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
蘭
文
医
書
の
目
録
」
、
昭
和
五
十
一
年

調
査
の
「
江
馬
文
書
目
録
」
に
眼
を
通
し
た
が
発
見
出
来
な
か
っ
た
。

ま
た
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、
友
人
の
江
馬
恭
（
八
代
目
に
当
る
）
医
師

に
も
間
合
せ
た
が
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

岐
阜
県
の
白
木
茂
氏
が
述
べ
て
い
る
如
く
、
〃
東
京
帝
大
に
寄
贈
さ

れ
た
江
馬
家
の
藺
耆
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
〃
の
で
、
バ
ル
ベ

ッ
テ
ィ
な
る
害
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
て
、
平
成
八
年
現
在
、
存
在

し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
図
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。

江
馬
閲
斉
に
よ
る
晩
期
梅
毒
の
治
療
に
つ
い
て
、
青
木
一
郎
氏
が
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

Ａ
，
蒸
気
風
呂
（
蒸
気
浴
）

Ｂ
・
内
服
剤
（
蜀
葵
根
、
大
黄
、
硫
酸
曹
達
、
甘
草
を
処
方
）

Ｃ
・
蒸
気
風
呂
を
利
用
し
た
全
身
薬
浴
（
蜀
葵
根
、
甘
草
を
用
う
る
も

わ
た
し
は
学
生
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
の
時
代
に
加
藤
正
明
氏
（
当
時
国

立
国
府
台
病
院
↓
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
）
に
兄
事
し
て
お
り
、
つ
れ
て
い

か
れ
て
先
生
に
も
お
会
い
し
、
先
生
を
兄
貴
分
の
兄
貴
分
と
感
じ
て
い

た
。
ま
た
、
川
上
武
さ
ん
が
中
心
で
つ
く
っ
た
「
医
療
社
会
化
の
道
標
」

（
一
九
六
九
年
）
に
先
生
の
名
が
二
か
所
に
で
て
く
る
こ
と
か
ら
先
生
へ

の
関
心
を
つ
よ
め
た
。
精
神
科
医
療
史
研
究
会
は
一
九
九
一
年
九
月
七

用
量
不
明
）

Ｄ
，
局
所
薬
浴
（
蜀
葵
根
、
カ
ミ
ツ
レ
を
処
方
）

Ｅ
・
赤
降
膏
の
外
用
（
特
に
潰
瘍
性
病
変
に
）

一
覧
す
る
に
蜀
葵
根
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
タ
チ
ア
オ
イ
の
根
で
、

元
来
は
ビ
ロ
ウ
ド
葵
の
代
用
品
で
あ
る
。
粘
液
多
糖
類
が
多
い
の
で
和

紙
を
作
る
際
に
用
い
ら
れ
た
が
、
中
国
で
は
薬
用
と
し
な
い
（
中
国
で
葵

と
書
く
と
き
は
、
冬
葵
子
Ⅱ
フ
ュ
ァ
オ
イ
の
種
を
さ
す
）
・
二
ヶ
月
前
、
中
国
．

成
都
の
蓮
花
池
生
薬
市
場
を
訪
問
し
、
漢
方
で
い
う
葵
と
、
蘭
方
で
い

う
葵
と
は
異
る
こ
と
を
知
見
し
た
。

蘭
方
で
の
蜀
葵
の
利
用
は
カ
ス
パ
ル
の
軟
膏
十
七
方
の
中
に
も
み
ら

れ
、
楢
林
宗
建
、
吉
田
長
淑
ら
が
発
汗
剤
、
緩
和
剤
と
し
て
梅
毒
に
用

い
て
い
る
。
江
馬
蘭
斉
の
治
療
は
当
時
と
し
て
は
合
理
的
で
あ
る
。

（
平
成
八
年
十
二
月
例
会
）

懸
田
克
躬
先
生
の
こ
と
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